
ICT学習支援事業

まちづくり事業

WEB勉強会

できる喜びを届けたい！
子供達の学びをICTで支援

Action for the future！

虐待を受けた子どもたちが多くいる一時保護所や児童養護施設の子どもたちを対象に
学生ボランティアが『ICTを使った学習支援』を行います。

WEB ・ITについて、定期的に 勉強会を開催します。
知識を共有して更にスキルアップをめざします。

まちづくりに参加し、コミュニティの創造やボランティア活動を通じ、
ITを活かしたまちづくりを提案します。

銀のかささぎは、虐待を受け保護された子どもたちへの

学習支援活動を中心に活動しています。

主に、児童養護施設での学習支援をしていますが、子ども

たちの学力は、もともと家庭で十分な学習環境がなかっ

たり、虐待で保護されている期間は学校への通学が認め

られず、勉強する機会さえ奪われており、学力の低下が懸

念されています。

そこで、私達はICT教育を取り入れ、個にあった学習支援

を行っています。ICTを用いた学習支援をすることにより、

すべての子どもたちへ十分な教育を届け、教育格差を是

正したい、と願っています。　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　               理事長　山越　久美子

挨拶

主な活動案内

理事・役員紹介
理事長  山越久美子

理事  于 又新（東京大学経済学部）

            山田昌彦（東京大学理学部）　

           上野美希子（東京大学工学部）　

            長島和奏（御茶ノ水大学教育学部）　

監事　　宮内輝美

名誉理事 　山田不二子 

  （認定特定非営利活動法人子ども虐待

      ネグレクト防止ネットワーク　理事長）

銀のかささぎ　活動理念

天の河にきらめく二つの星。
ひとつは牽牛、もうひとつは織娘。　
二人は結婚してから仕事も怠り、遊んでばかりの日々を送るようになった。
ついに天帝の怒りを買ってしまい、両岸に引き裂かれてしまう。
二人が会うことを許されるのは年に一度だけ。
待ち焦れた七夕がやってくると、無数のかささぎが飛んできて橘を架け、
再会を祝福してくれるのだった。

天の河にきらめく二つの星。
ひとつは牽牛、もうひとつは織娘。　
二人は結婚してから仕事も怠り、遊んでばかりの日々を送るようになった。
ついに天帝の怒りを買ってしまい、両岸に引き裂かれてしまう。
二人が会うことを許されるのは年に一度だけ。
待ち焦れた七夕がやってくると、無数のかささぎが飛んできて橘を架け、
再会を祝福してくれるのだった。

現在、さまざまな家庭環境により学習環境に恵まれない子ども達がいます。 

彼らは学習進度に遅れを抱え、社会から取り残されてしまっています。 

情報端末という銀色の翼を持って、子ども達と社会を“つなぐ”こと、 

そして本当の笑顔を取り戻すこと、それが私たちの願いです。 

一人ひとりでは微力であっても、この問題について共に考え行動してくれる 

全ての人が一羽一羽のかささぎとなれば、 

必ず子ども達を明るい未来へ“つなげられる”と信じています。 
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